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保安施設設置基準 

広島県発注工事における円滑な道路交通と現場作業員の安全を確保するため道路工事（道路

占用工事にかかるものを含む、以下同じ）現場における標示施設、防護施設の設置及びこれら

管理の取扱いを次のとおり定める。 

（道路工事の標示） 

１ 道路工事を行う場合は、必要な道路標識を設置するほか、原則として次に示す事項を標示

する標示板を工事区間の起終点に設置するものとする。 

ただし、短期間に完了する軽易な工事や自動車専用道路などの高速走行を前提とする道路

における工事については、この限りではない。 

なお、標示板の設置にあたっては、別表１を参考とするものとする。 

(1) 工事内容 

工事の内容、目的等を標示するものとする。 

(2) 工事期間 

交通上支障を与える実際の工事期間のうち、工事終了日、工事時間帯等を標示するもの

とする。 

(3) 工事種別 

工事種別(舗装修繕工事等)を標示するものとする。 

(4) 施工主体 

施工主体及びその連絡先を標示するものとする。 

(5) 施工業者 

施工業者及びその連絡先を標示するものとする。 

（防護施設の設置） 

２ 車両等の進入を防ぐ必要のある工事箇所には、両面にバリケードを設置し、交通に対する

危険の程度に応じて赤ランプ、標注等を用いて工事現場を囲むものとする。（参考（１）を

参照） 

（迂回路の標示） 

３ 道路工事のため迂回路を設ける場合は、当該迂回路を必要とする時間中、迂回路の入口に

迂回路の地図等を標示する標示板を設置し、迂回路の途中の各交差点（迷い込むおそれのな

い小分岐を除く。）において、道路標識「まわり道」（１２０－Ａ、１２０－Ｂ）を設置す

るものとする。（参考（２）及び参考（３）を参照） 

なお、標示板の設置にあたっては、別表２を参考とするものとする。 

（色彩） 

４ 道路工事現場において、防護施設に色彩を施す場合は、黄色と黒色の斜縞模様（各縞の幅

１０cm）を用いるものとする。 

（管理） 

５ 道路工事現場における標示施設及び防護施設は、堅固な構造として所定の位置に整然と設

置して、修繕、塗装、清掃等の維持を常時行うほか、夜間においては遠方から確認し得るよ

う照明又は反射装置を施すものとする。  



（工事情報看板） 

６ 予定されている道路管理者の行う道路工事（以下「道路工事」という。）に関する工事情

報を提供するため、道路工事を開始する約１週間前から道路工事を開始するまでの間、工事

内容、工事期間等を標示する工事情報看板を、道路工事が予定されている現場付近にドライ

バーから看板内容が見えないように設置するものとする。 

ただし、短期間に完了する軽易な工事等については、この限りでない。 

なお、標示板の設置にあたっては、別表３及び別添―２を参考とするものとする。 

（工事説明看板） 

７ 実施されている道路工事に関する工事情報を提供するため、道路工事開始から道路工事終

了までの間、工事内容、工事期間等を標示する工事説明看板を、道路工事現場付近にドライ

バーから看板内容が見えないように設置するものとする。 

ただし、短期間に完了する軽易な工事等については、この限りでない。 

なお、標示板の設置にあたっては、別表３及び別添―２を参考とするものとする。 



別表１ 

 

 

備考 

１ 色彩は、「ご協力をお願いします」等の挨拶文、「舗装修繕工事」等の工事種別につい

ては青地に白抜き文字とし、「○○○○をなおしています」等の工事内容、工事期間につ

いては青色文字、その他の文字及び線は黒色、地を白色とする。 

２ 縁の余白は２cm、縁線の太さは１cm、区画線の太さは０．５cm とする。  

工 事 名 ○○○○工事 
請負金額 ○○○○万円 
発 注 者 広島県○○建設事務所 
     電話 000-000-0000 
施 工 者 ○○○○建設株式会社 
     電話 000-000-0000 

令和○年○月○日まで 

時間帯 21:00 ～ 6:00 

ご協力をお願いします 

○○○○工事 



別表２ 

 

 

備考 

１ 色彩は、矢印を赤色、その他の文字及び記号を青色、地を白色とする。 

２ 縁の余白は２cm、縁線の太さは１cm とする。  



別表３ 

 

工事情報看板 工事説明看板 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

備考 

１ 色彩は、「ご協力をお願いします」等の挨拶文については青地に白抜き文字、「○○○

○をなおしています」等の工事内容については青色文字、その他の文字及び線は黒色、地

を白色とする。 

２ 工事情報看板及び工事説明看板の下部に、当該工事に関する番号や問い合わせ先等を掲

示することができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注者 広島県○○建設事務所 

    電話 ○○○-○○○-○○○○ 

施工者 ○○○○建設株式会社 

    電話 ○○○-○○○-○○○○ 

 

令
和 

 

 

 

 

 

 

 

発注者 広島県○○建設事務所 

    電話 ○○○-○○○-○○○○ 

施工者 ○○○○建設株式会社 

    電話 ○○○-○○○-○○○○ 

令
和 

1
4
0c
m 

ご協力をお願いします 

す 

55cm 55cm 

1
4
0c
m 



参考（１）車線の一部分が工事中の場合の標示例 

 

 

参考（２）工事中迂回路の標示例（市街部の場合）（進行方向に対する標識の設置例を示す） 

 

  

広島県○○建設事務所 

電話 000-000-0000 

工 事 名 ○○○○工事 
請負金額 ○○○○万円 
発 注 者 広島県○○建設事務所 
     電話 000-000-0000 
施 工 者 ○○○○建設株式会社 
     電話 000-000-0000 

ご協力をお願いします 

令和○年○月○日まで 

時間帯 21:00～6:00 

○○○○工事 



参考（３）工事中迂回路の標示例（地方部の場合） 

（進行方向に対する標識の設置例を示す） 

 
 

参考（４）設置方法の例 

 

 

広島県○○建設事務所 

電話 000-000-0000 

工 事 名 ○○○○工事 
請負金額 ○○○○万円 
発 注 者 広島県○○建設事務所 
     電話 000-000-0000 
施 工 者 ○○○○建設株式会社 
     電話 000-000-0000 

ご協力をお願いします 

令和○年○月○日まで 

時間帯 21:00～6:00 

○○○○工事 



別紙　１

現道工事における保安施設配置図(案)



別図１２車線－固定(終日)－片側交互通行 終日片側交互通行規制箇所が移動しない工事（または、日々交通解放を行わない工事）：防災工事等

4m程度

前方注意区域 移行区域 緩衝区域 工事区域 終点区域

500m程度

200m程度 200m程度 50m
50m

5m テーパー長 緩衝区間 工事区間 10～20m
L＝別表 L＝20～40m

注 11）

（ 歩 道 ）

停止線（貼付式）

大型セフティーコーン

大型セフティーコーン

停止線（貼付式）

50m 50m 200m程度 200m程度

500m程度

（ 歩 道 ）

⑥
⑧
④

①

⑥
⑧

⑥
⑧

④

⑪
⑤
⑥
⑨

③

⑥

⑦

④

④ ④ ④⑨

⑥
⑤

⑧ ⑧
⑥ ⑥

①
④

⑧
⑥

① ① ①
⑧ ⑧ ⑧
⑥ ⑥ ⑥

工事用車輌出入口

照 明

交通誘導警備員等

照 明 車

セーフティーコーン

矢 印 板

体 感 マ ッ ト

ク ッ シ ョ ン ド ラ ム

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

照 明 灯

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

作 業 車

凡 例

⑥

⑥
⑧
①

注１）標識設置の起終点は、交通の状況により適宜考慮する。
注２）徐行標識（④）については、補助標識により起終点を明示する。
注３）標識は、路面より４ｍ程度の高さとする。

なお、標識車の場合で移動する場合は車輌制限令の3.8ｍ以下とする。
注４）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。

また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌が望ましい。
注５）交通誘導警備員等の手旗は赤白とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。

（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）
注６）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注７）夜間は、交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。
注８）交通量の少ない路線においては、信号機設置による交通処理も可。
注９）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。

ただし、赤色を使用する場合は、所轄警察と協議すること。
注10）回転灯は、夜間作業（夜間規制）のみ。

注11）クッションドラムは、10個程度を１組として配置する。

（日々交通開放する場合は、標識車とする。）
注12）体感マット設置は、状況に応じて適宜考慮する。

注13）※印は夜間作業のみ。

注14）夜間は、保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。

注15）作業中においては、工事用車輌出入口部のコーンバー・バリケードを省略しても
良い。

注16）停止線は、視認しやすく幅広（30～ 45cm）のものを使用すること。
注17）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制

区間として車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。
注18）⑩⑪の看板設置方法は別添－２のとおりとする。

⑥
⑧
①

⑥
⑧
① ⑩ ⑪

注 18）

注 18）注 18）



別図２２車線－移動－日々移動片側交互通行 当日の規制予定区間内で規制箇所が移動する工事：舗装修繕工事等

注１）舗装修繕工事等のように一定の工事区間をもつものは、工事起終点に固定看板（①⑤）を
設置する。

注２）徐行標識（④）については、補助標識により起終点
を明示する。

注３）標識車の標識は、路面より４ｍ程度の高さとする。
なお、移動する場合は車輌制限令の制限3.8ｍ以下とする。

注４）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌
が望ましい。

注５）交通誘導警備員等の手旗は赤白とし、大型（50ｍ角以上）のものを使用する。
（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）

注６）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注７）夜間は、交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。

4m程度

200m程度 100m 50m 50m

コーンバー又はバリケード

（ 歩 道 ）

停止線
（マット式）

大型セフティーコーン

大型セフティーコーン
停止線

（マット式）

10～20m 工事区間
緩衝区間
L=20～40m

テーパー長
L＝別表 50m50m 100m 200m程度

前方注意区域工事区域 緩衝区域 移行区域終点区域

作業区間

全工事区間
当日の工事終点

工事起点

当日の工事起点

工事終点

（ 歩 道 ）

⑤
①

⑥
⑧
①

⑥
⑧
④

①

⑥
⑧
④

⑥
⑧

⑨
⑥

④

④

⑥ ⑥

⑥

④

④
③
⑨⑧

⑥
⑧
⑥

⑧
⑥

①
④

①
⑧
⑥

①
⑤

⑩

凡 例

工事用車輌出入口

体 感 マ ッ ト

照 明

照 明 車

作 業 車

照 明 灯

セーフティーコーン

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

交通誘導警備員等

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

矢 印 板

標識車または散光式大型

工事中表示板（車載式）

（追突衝撃緩和装置付）

注８）交通量の少ない路線においては、信号機設置による交通処理も可。
注９）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。

ただし、赤色を使用する場合は、所轄警察と協議すること。
注10）回転灯は、夜間作業（夜間規制）のみ。
注11）体感マットの設置は、状況に応じて適宜考慮する。
注12）※印は夜間作業のみ。
注13）夜間は、保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。
注14）停止線は、視認しやすく幅広（30～ 45cm）のものを使用すること。
注15）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区間として

車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。

注16）⑩⑪の看板設置方法は別添－２のとおりとする。

⑪

⑪

注16） 注16）

注16）



別図３2車線－移動－短時間移動片側交互通行 短時間で規制箇所を移動する工事：維持工事（目地シール・パッチング等）　、標識工事、植樹管理（剪定・施肥等）　、区画線工事等

4m程度

200m程度 50m程度

大型セフティーコーン

停止線

（マット式）

（ 歩 道 ）

当日の工事終点

終点区域

10～20m 工事区間

工事区域

緩衝区間
L=20～40m

テーパー長
L＝別表

緩衝区域 移行区域

50m程度 200m程度

（ 歩 道 ）

前方注意区域

当日の工事起点

作業区間

⑧
①

⑤

⑧ ⑧

①
⑨
⑧
⑥

④

④ ④

⑥
⑧ ⑧
⑨
④

③

①
⑧

①
⑧
⑤

（大型セフティーコーン）

コーンバー又はバリケード

停止線

（マット式）

④

凡 例

工事用車輌出入口

照 明

照 明 車

作 業 車

照 明 灯

セーフティーコーン

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

交通誘導警備員等

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

矢 印 板

標識車または散光式大型

工事中表示板（車載式）

（追突衝撃緩和装置付）

注１）徐行標識（④）については、補助標識により起終点を明示する。
注２）標識車の標識は路面より４ｍ程度の高さとする。

なお、移動する場合は車輌制限令の制限3.8ｍ以下とする。
注３）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌

が望ましい。
注４）交通誘導警備員等の手旗は赤白とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。

（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）
注５）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注６）夜間は、交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。

注７）交通量の少ない路線においては、信号機設置による交通処理も可。

注８）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。ただし、赤色を使用する場合は、所
轄警察と協議すること。

注９）回転灯は、夜間作業（夜間規制）のみ。
注10）※印は夜間作業のみ。
注11）夜間は保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。
注12）停止線は、視認しやすく幅広（30～ 45cm）のものを使用すること。
注13）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区間

として車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。



別図４極・短時間で規制箇所を移動する作業：工事標識及びバリケード等の設置・撤去　等2車線－移動－極・短時間移動片側交互通行

4m程度

停止位置表示看板

（ 看 板 ）

（ 歩 道 ）

緩衝区間

L=２０～４０ｍ

停止位置表示看板

交 通 誘 導 警 備 員 等

標 識 車 ま た は 散 光 式 大 型

工 事 中 表 示 板 （ 車 載 式 ）

（ 追 突 衝 撃 緩 和 装 置 付 ）

作 業 車

停 止 位 置 表 示 看 板
（持ち運び可能なタイプ）

矢 印 板

注１）標識車の標識は、路面より４ｍ程度の高さとし、高輝度回転灯などを設置して視認性の高いものとする。
なお、移動する場合は車両制限令の3.8ｍ以下とする。

注２）標識車は２ｔ車程度の車両とする。
また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車両が望ましい。

注３）交通誘導警備員等の手旗は赤白とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。
（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）
また、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。

注４）緩衝区間長は、原則として20～ 40ｍの範囲で規制速度、現場の状況等を勘案し設定する。

注５）警戒標識（213）を設置する場合は、工事（又は作業）箇所から最も遠い標識を最初に設置する。
また、撤去する場合は、工事（又は作業）箇所から最も遠い標識を最後に撤去する。



別図５２車線－移動－移動作業 常に移動しながらの工事：植樹管理(灌水)、路面清掃、GR清掃、除雪作業、区画線工事等

この先低速車○台
○○作業中

通行注意

作 業 区 間

先頭車輌まで○台

注 １ ） 作業予告

注 ５ ）

注 ５ ）注 ５ ）

先頭車

30m程度

凡 例

標識車または散光式大型

工 事 中 表 示 板 （ 車 載 式 ）

（ 追 突 衝 撃 緩 和 装 置 付 ）

散 水 車

清 掃 車

作 業 車

注１）作業区間の手前には、作業予告として予告標識又は、標識車どちらかの設置を行う。
注２）標識車の標識の路面からの高さは、特殊車輌通行許可を得た場合を除き、移動する場合は車輌制限令の制限3.8ｍ以下

とする。
注３）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌が望ましい。
注４）各作業用車輌には、回転灯（黄色）及び作業中表示を設置する。
注５）各車輌に台数表示を行う。
注６）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区間として車線規制を実施するとと

もに、夜間作業と同様の措置を講じること。



別図６４車線以上－固定－車線変更 終日片側交互通行規制箇所が移動しない工事(または日々交通解放を行わない工事)：防災工事等

4m程度

500m程度

前方注意区域移行区域

テーパー長（Ｌ＝別表）

緩衝区間
L=20～40m

緩衝区域工事区域終点区域

工事区間10～20m

安全ロボット等

50m 50m

⑥

⑥

⑦

③

⑥
⑥

⑥

⑥
⑥

⑥

⑥

⑥
⑥

⑥

⑥
⑥

⑥
⑥

①

① ①

①①

②

②

②
② ②

②
②

②②
②

②

④ ④

④ ④

④
④

⑤

⑤ ⑥

凡 例

ク ッ シ ョ ン ド ラ ム

体 感 マ ッ ト

工事用車輌出入口

照 明

照 明 車

作 業 車

照 明 灯

セーフティーコーン

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

矢 印 板

交通誘導警備員等

注 10）

⑥

注１）標識設置の起終点は、交通の状況により適宜考慮する。
注２）徐行標識（④）については、補助標識により起終点を

明示する。
注３）標識は、路面より４ｍ程度の高さとする。

なお、標識車の場合で移動する場合は車輌制限令の3.8ｍ以下とする。
注４）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。

また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌が望ましい。
注５）交通誘導警備員等の手旗は黄色とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。

（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）
注６）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注７）夜間は、交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。

注８）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。

注９）回転灯は、夜間作業（夜間規制）のみ。
注10）クッションドラムは、10個程度を１組として配置する。

（日々交通開放する場合は、標識車とする。）
注11）体感マット設置は、状況に応じて適宜考慮する。
注12）※印は夜間作業のみ。
注13）★印は中央分離帯のない場合のみ。
注14）夜間は、保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。
注15）作業中においては、工事用車両出入口部のコーンバー・バリケードを省略しても良い。
注16）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区間と

して車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。

注17）⑩⑪の看板設置方法については別添－２のとおりとする。

注18）安全ロボット等とは、交通誘導警備員（補助者含む）とすることができる。

注 17）

⑪ ⑩
⑪注 17）
注 17）



別図７４車線以上－移動－日々移動車線変更 当日の規制予定区間内で規制箇所が移動する工事：舗装修繕工事等

4m程度

終点区域

200m程度

⑥

工事区域 緩衝区域 移行区域 前方注意区域

作 業 区 間

200m程度200m

400m

100m50m

テーパー長（Ｌ＝別表）10～20m 工事区間
緩衝区間
L=20～40m

当日の工事起点当日の工事終点

コーンバー又はバリケード

安全ロボット等

⑤
①

⑥

⑥
⑥

⑥

⑥⑥
⑥⑥

⑥

③
⑥

④ ④

④
④

⑤④ ① ①

① ①

①

⑥

②

②
② ② ②

②
②

②

⑥

⑤

凡 例

標識車または散光式大型

工事中表示板（車載式）

（追突衝撃緩和装置付）

体 感 マ ッ ト

工事用車輌出入口

照 明

照 明 車

作 業 車

照 明 灯

セーフティーコーン

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

矢 印 板

交通誘導警備員等

50m

注１）舗装修繕工事等のように一定の工事区間をもつものは、工事起終点に固定看板（①⑤）を
設置する。

注２）徐行標識（④）については、補助標識により起終点を明示する。
注３）標識車の標識は、路面より４ｍ程度の高さとする。

なお、移動する場合は車輌制限令の3.8ｍ以下とする。
注４）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。

また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌が望ましい。
注５）交通誘導警備員等の手旗は黄色とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。

（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）

注６）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。

注７）夜間は、交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。

注８）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。
ただし、赤色を使用する場合は、所轄警察と協議すること。

注９）回転灯は、夜間作業（夜間規制）のみ。
注10）体感マット設置は、状況に応じて適宜考慮する。
注11）※印は夜間作業のみ。
注12）★印は中央分離帯のない場合のみ。
注13）夜間は、保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。
注14）中央帯側のセーフティーコーン・保安灯は分離帯のない場合に設置する。
注15）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区

間として車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。

注16）⑩⑪の看板設置方法については別添－２のとおりとする。

注17）安全ロボット等とは、交通誘導警備員（補助者含む）とすることができる。

⑩ ⑪ ⑩
注16） 注16） 注16）



別図８４車線以上－移動－短時間移動車線変更 短時間で規制箇所を移動する工事：維持工事(目地シール・パッチング等)、標識工事、植樹管理(剪定・施肥等)、区画線工事等

4m程度

200m程度

工事区間

④

①

①

③

コーンバー又はバリケード

10～20m

工事区域終点区域

緩衝区間
L=20～40m

緩衝区域 移行区域

テーパー長（L=別表） 200m程度50m程度

前方注意区域

安全ロボット等

当日の工事起点当日の工事終点

作 業 区 間

①
⑤

④

④

② ①②

①
②

①
②
⑤

凡 例

標識車または散光式大型

工事中表示板（車載式）

（追突衝撃緩和装置付）

工事用車輌出入口

照 明

照 明 車

作 業 車

照 明 灯

セーフティーコーン

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

矢 印 板

交通誘導警備員等

注１）徐行標識（④）については、補助標識により起終点を
明示する。

注２）標識車の標識は、路面より４ｍ程度の高さとする。
なお、移動する場合は車輌制限令の3.8ｍ以下とする。

注３）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌が望まし
い。

注４）交通誘導警備員等の手旗は黄色とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。
（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）

注５）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注６）夜間は交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。

注７）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。
ただし、赤色を使用する場合は所轄警察と協議すること。

注８）回転灯は夜間作業（夜間規制）のみ。
注９）※印は夜間作業のみ。
注10）★印は中央分離帯のない場合のみ。
注11）夜間は保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。
注12）中央帯側のセーフティーコーン・保安灯は分離帯のない場合に設置する。
注13）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制

区間として車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。

注14）安全ロボット等とは、交通誘導警備員（補助者含む）とすることができる。



別図９４車線以上－移動－極・短時間移動車線変更 極・短時間で規制箇所を移動する作業：工事標識及びバリケード等の設置・撤去

注１）標識車の標識は、路面より４ｍ程度の高さとし、高輝度回転灯などを設置して視認性の高いものとする。
なお、移動する場合は車両制限令の3.8ｍ以下とする。

注２）標識車は２ｔ車程度の車輌とする。
また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車両が望ましい。

注３）交通誘導警備員等は、通行車両の飛び込み時等において安全が確保できないと
思われる場合は配置しない。
交通誘導警備員等を配置しない場合は、安全ロボット（車載式）を設置する。

注４）交通誘導警備員等の手旗は黄色とし、大型（50cm角以上）のものを使用する。
（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）

また、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注５）緩衝区間長は、原則として20～ 40ｍの範囲で規制速度、現場の状況等を勘案し設定する。

注６）警戒標識を設置する場合は、工事（又は作業）箇所から最も遠い標識を最初に設置する。

また、撤去する場合は、工事（又は作業）箇所から最も遠い標識を最後に撤去する。

注７）安全ロボット等とは、交通誘導警備員（補助者含む）とすることができる。

4m程度

緩 衝 区 間

Ｌ＝２０～４０ｍ

安 全 ロ ボ ッ ト 等

緩 衝 区 間

Ｌ＝２０～４０ｍ

（ 歩 道 ）

（ 歩 道 ）

（ 中 分 ）

凡 例

交通誘導警備員等

標識車または散光式大型

工 事 中 表 示 板 （ 車 載 式 ）

（ 追 突 衝 撃 緩 和 装 置 付 ）

作 業 車

矢 印 板

安 全 ロ ボ ッ ト 等



４車線以上－移動－移動作業 常に移動しながらの工事：植樹管理(灌水)、路面清掃、GR清掃、除雪作業、区画線工事等 別図１０

この先低速車○台
○○作業中

通行注意

注 ５ ）

作 業 予 告

注 ５ ）注 ５ ）

注 １ ）

先頭車輌まで○台
先頭車

50m程度 50m程度 50m～100m程度

作 業 区 間
凡 例

標 識 車 ま た は 散 光 式 大 型

工 事 中 表 示 板 （ 車 載 式 ）

（ 追 突 衝 撃 緩 和 装 置 付 ）

散 水 車

清 掃 車

作 業 車

注１）作業区間の手前には、作業予告として予告標識又は、標識車どちらかの設置を行う。
注２）標識車の標識の路面からの高さは、特殊車輌通行許可を得た場合を除き、移動する場合は車輌制限令の制限3.8ｍ以上とする。
注３）標識車は、２ｔ車程度の車輌とする。また、標識車は、追突衝撃緩和装置を装着した車輌が望ましい。
注４）各作業用車輌には、回転灯（黄色）及び作業中表示を設置する。
注５）各車輌に台数表示を行う。
注６）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区間として車線規制を実施するとともに、夜

間作業と同様の措置を講じること。



別図１１路肩規制

100m程度

終点区域

①
④

工事区間 緩衝区間

L=20～40m 100m程度

前方注意区域

①

④
③

④④

④

①

⑥

④

大型セフティーコーン

凡 例

照 明 灯

セーフティーコーン

補 助 標 識
（始まり・区間内・終り）

コ ー ン バ ー 又 は
バ リ ケ ー ド

矢 印 板

交通誘導警備員等

注１）路肩幅員が狭小で対面通行が確保できない場合は、片側交互通行規制とする。
注２）路肩幅員が広く本線交通への影響が少ないと考えられる場合には、標識車を用いた規制方法も可。
注３）規制が短時間の場合は、バリケード（コーンバー）に替えて、セーフティーコーンのみでも可。
注４）交通誘導警備員等の手旗は黄色とし、大型（50ｍ角以上）のものを使用する。

（夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）
注５）交通誘導警備員等の安全を考慮するとともに、交通誘導警備員等には他の作業はさせない。
注６）夜間は、交通誘導警備員等を視認しやすいように照明を設置する。
注７）回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。ただし、赤色を使用する場合は所轄警察と協議すること。
注８）回転灯は夜間作業（夜間規制）のみ。
注９）※印は夜間作業のみ。
注10）夜間は保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。

注11）徐行標識（④）については、補助標識により起終点を明示する。

注12）工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（坑口から坑口）を規制区間として車線規制を実施するとと
もに、夜間作業と同様の措置を講じること。

注13）⑩⑪の看板設置方法については別添－２のとおりとする。ただし、短期間に完成する軽易な工事等についてはこの限りではない。

⑩ ⑪ ⑩
注13) 注13) 注13)



記 号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

名 称 標示板（工事予告） 警戒標識 規制標識（３１１－Ｆ） 規制標識 工事表示板 回転灯

様
式
お
よ
び
標
準
寸
法

記 号 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

名 称 散光式大型工事標示板 片側通行予告標示板 停止位置標示板 工事情報看板 工事説明看板

様
式
お
よ
び
標
準
寸
法

現道の保安施設様式図
（標識類は高輝度タイプを使用する）

（単位㎜)

（単位㎜)

②について
実際の規制に合わせた図とする。

⑤⑩⑪について
色彩は、「ご協力をお願いします」等の挨拶

文、「舗装修繕工事」等の工事種別については
青地に白抜き文字とし、「○○をなおしていま
す」等の工事内容、工事期間については青色
文字、その他の文字及び線は黒色、地を白色
とする。
工事内容の表示については、別添－３「工事

看板表示例」を参照のこと。



（別表） 

 

すりつけ長の標準値と最低基準値（１車線あたり） 

規制速度 

(km/h) 
概略の道路区分 

標準値(m) 最低基準値(m) 

地方部 都市部 地方部 都市部 

80   

国
道 

150 120 75 60 

60  
都
道
府
県
道 

120 90 60 45 

50 

市
町
村
道 

90 75 45 35 

40  75 60 35 30 

30   60 45 30 20 

20   45 30 20 15 

※片側交互通行の場合 30 20 15 10 

 

注１ すりつけ長は、車線規制に伴う通行車両の円滑な車線移行（ステアリング、加減速等）

及び前方不注意等による突入車の減速停止区間としての役割を持っており、なるべく長く

とることが望ましい。 

注２ すりつけ長の標準値は、道路構造令の「車線数の増減の場合のすりつけ率」に準拠し、

１車線幅員３m で計算、５m きざみで数値を丸めたもので、１車線あたりのすりつけ長を示

す。従って、２車線をすりつける場合はこの２倍の値となる。 

注３ すりつけ長は、原則的には標準値とするが、地形、交通量、規制区間前後の交差点位置、

その他の状況により、これによりがたい場合は、最低基準値まで縮小できるものとする。 

なお、積雪寒冷地で路面が凍結する恐れがある場合は、極力、基準値を採用することが

望ましい。 

注４ 表中の規制速度は、当該道路に対して交安委員会が指定する最高速度とするが、これに

よりがたい場合は、道路交通等の実状を勘案し設定するものとする。 

特に、国道で規制速度が 50km/h以下の場合は十分な配慮をするものとする。 

注５ 片側交互通行の場合は、速度に関係なく表中の数値まで縮小することができるものとす

る。 

  



（別添―１）工事予告板（補助） 

 

 

備考 

色 彩 ：地をオレンジ色、文字を黒色の２色を標準とする。 

文 字サ イズ ：大きい文字が 30cm程度、その他の文字を 10～15cm程度とする。 

設 置 場 所 ：工事箇所の手前 500m、1kmの位置とする。 

  

広
島
県
○
○
建
設
事
務
所 



（別添―２）工事情報看板及び工事説明看板の設置方法について 

 

 

図１ 工事情報看板及び工事説明看板の設置場所 

 

 

  



（別添―３）別表１における工事看板の記載例 

区分 主な工種 
看板表示 

工事の種類① 工事の内容② 工事実施者③ 

道
路
補
修
工
事 

舗装工事 舗装修繕工事 舗装をなおしています 広島県 

歩道工事 歩道整備工事 歩道をなおしています(設置しています) 広島県 

電線共同溝工事 電線共同溝工事 電線類を地中化しています 広島県 

植樹工事 植樹工事 植樹の管理をしています 広島県 

橋梁補強工事 橋梁補強工事 橋梁の補強を行っています 広島県 

塗装塗替工事 塗装塗替工事 歩道橋の塗替を行っています 広島県 

照明灯改修工事 照明灯改修工事 照明灯をなおしています 広島県 

道路維持工事 維持工事 維持補修を行っています 広島県 

災害復旧 災害復旧工事 壊れた道路をなおしています 広島県 

河
川
工
事 

基本例  ○○を防ぐため、○○を○○しています 広島県 

○○を守るため、○○を○○しています 広島県 

○○を点検するため、○○を○○しています 広島県 

築堤 河川改修工事 洪水被害を防ぐため、堤防を整備しています 広島県 

河道掘削 河川維持修繕工事 洪水被害を防ぐため、土砂を撤去しています 広島県 

護岸 河川改修工事 ○○を守るため、護岸を整備しています 広島県 

堤防除草 河川維持修繕工事 堤防を点検するため、草を刈っています 広島県 

河川樹木伐採 河川維持修繕工事 河川の流れを良くするため、樹木を切っています 広島県 

法面補修 河川維持修繕工事 堤防強化のため、のり面を補修しています 広島県 

老朽化対策 河川維持修繕工事 施設の機能を保つため、○○を補修（更新）しています 広島県 

無動力化・自動化・遠隔化 河川維持修繕工事 施設の機能を向上させるため、無動力化（自動化・遠隔

化）を行っています 

広島県 

環境整備 河川改修工事 良好な水辺空間創出のため、○○を整備しています 広島県 

災害復旧 災害復旧工事 壊れた護岸をなおしています 広島県 

堤防を強くするため、○○を整備しています 広島県 

離岸堤 

人工リーフ 

河川改修工事 高波から海岸を守る施設を整備しています 広島県 

流域治水プロジェクト関係工事 ○○工事 ○○水系流域治水プロジェクト 

○○を○○しています 

広島県 

緊急治水対策プロジェクト関係

工事 

○○工事 ○○川緊急治水対策プロジェクト 

○○を○○しています 

広島県 

砂
防
・
急
傾
斜
地

崩
壊
防
止
工
事 

砂防えん堤 

 

砂防えん堤工事 土砂災害を防ぐ、砂防えん堤を整備しています 広島県 

地すべり対策 

(排水ボーリング工) 

地すべり防止工事 地すべり災害を防ぐため、地下水を抜いています 広島県 

防災・減災対策に資する工事 

（総力戦で挑む防災・減災プロジェク

ト） 

○○工事 いのちとくらしをまもる防災減災 

○○を○○しています 

広島県 

「第１次国土強靭化実施中期計画」に基

づく工事 

○○工事 いのちとくらしをまもる防災減災 

（または、国土強 靭 化
きょうじんか

対策工事） 

○○を○○しています 

広島県 

「第１次国土強靭化実施中期計画」に基

づく工事（砂防関係工事） 

○○工事 いのち、くらし、産業・なりわいをまもる土砂災害対策 

（または、国土強 靭 化
きょうじんか

対策工事） 

○○を○○しています 

広島県 

 



区分 主な工種 
看板表示 

工事の種類① 工事の内容② 工事実施者③ 

電
力 

供給関連工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

新設(増設・取替・撤去)工事関連 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

支障移設工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

通信ケーブル関連工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

埋設物調査工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

緊急工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

機材搬出入工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

点検・補修工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

無電柱工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

舗装復旧工事 電気工事 電気工事を行っています ○○電力 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等 

新設(増設・取替・撤去)工事関連 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

支障移設工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

通信ケーブル関連工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

埋設物調査工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

緊急工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

機材搬出入工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

点検・補修工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

無電柱工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

舗装復旧工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

公衆電話ＢＯＸ工事 電話工事 電話工事を行っています NTT○日本 

ガ
ス
等 

供給関連工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

新設(増設・取替・撤去)工事関連 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

修繕・補修工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

支障移設工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

埋設物調査工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

緊急工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

点検・補修工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

舗装復旧工事 ガス工事 ガス工事を行っています ○○ガス 

水
道
等 

供給関連工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

新設(増設・取替・撤去)工事関連 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

修繕・補修工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

排水管工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

支障移設工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

埋設物調査工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

緊急工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

点検・補修工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

舗装復旧工事 水道工事 水道工事を行っています ○○水道局 

下
水
道
等 

新設(増設・取替・撤去)工事関連 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

(浸水対策・耐震)工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

修繕・補修工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

支障移設工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

埋設物調査工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

緊急工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

点検・補修工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 

舗装復旧工事 下水道工事 下水道工事を行っています ○○下水道局 



 

 

【参考】 工事看板表示 

  ご 協 力 を お 願 い し ま す 

令和○年○月○日まで 
時間帯 21:00～6:00 

ご 協 力 を お 願 い し ま す 

令和○年○月○日まで 
時間帯 21:00～6:00 


